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※1  研修案件名（和・英） 
※2  区分： 新規・更新・継続の区分 
※3  新機軸・高品質プログラム： 新機軸・高品質プログラム指定案件 
※4  対象国の条件： 研修参加国として一定の自然条件・社会条件、条約・国際組織等へ  
                                の加盟、特定の言語圏・地域に属していることが求められる研修の場 
                                合は、その条件。JICAの地域区分については、JICAウェブサイト内 
                                「各部概要」   （http://www.jica.go.jp/about/jica/org_list.html）を参照 
※5  研修コース番号・案件番号： 研修コースを識別するための番号 
                       (A) (B)等のアルファベットは、年間複数回実施する案件   
                       の場合、(A)コース、(B)コースとして区別し、それぞれに   
                       固有の番号が付与される 
※6  主分野課題： 中分類、小分類を表示 
※7  副分野課題： 中分類、小分類を表示 
※8  使用言語： 当該研修において使用される言語。年間複数回実施する案件の場合、実 
            施回ごとの使用言語を表示 
※9   案件概要： 案件の要旨や特徴 
※10  目標/成果： 参加者や参加組織・機関による達成が期待される研修目標及び成果 
※11  対象組織/人材： 研修の対象となる組織、参加者個人に求められる資格・条件等 
※12  内容： 当該研修において実施される内容 
     研修の一環として本邦研修期間の前後にも活動を設定する研修では、以下の通り 
     表示 
     【事前活動】 来日前の段階で参加者及び組織に求められる事前セミナー参加、調査・ 
             報告書作成等の活動 
     【事後活動】 研修成果を個人レベルから各国の組織・社会に還元するため、帰国後に 
             参加者及び組織に求められるアクションプランの実施、結果報告書提出 
             等の活動 
※13  本邦研修期間： 参加者の来日予定日から離日予定日まで 
                （2018年2月時点での予定期間であり、変更の可能性有り） 
※14  担当課題部： JICA内における当該研修分野・課題の担当部署 
※15  所管国内機関： 研修を所管するJICA国内機関 
※16  関係省庁： 研修実施に深く関与する省庁がある場合のみ表示 
※17  実施年度： 研修が実施される年度 
※18  主要協力期間： 研修を実施する主な機関・団体 
※19  特記事項及びホームページ： 研修に係る留意事項や主要協力機関の関連情報、参 
                         考ホームページのURLなど 
                  
 

http://www.jica.go.jp/about/jica/org_list.html

